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講演要旨：

 地表面が変動していることを我々に知らしめてくれるもっともわかりやすい現象は、山が隆起するこ

とや盆地が沈降するといった、地表面の垂直方向の動きです。そのような地表面の垂直変動は主にリ

ソスフェアの質量変化によりもたらされますが、その変化はリソスフェアそれ自身の変形問題と密接

に関わってきます。その変形を理解するには、変形をもたらす駆動力と、その駆動力に対して岩石が

どういう応答を見せるのかというレオロジカルな側面との両方を考えなければなりません。本講演で

は、堆積盆地の形成メカニズムとしてのリフティング過程を例にあげ、内的要因であるレオロジーと

外的要因である駆動力との相互作用によるリソスフェアの変形問題について考察します。
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